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　　保健指導からみた諸問題：

　　　　子どもの発達と母子関係の継続的考察

一3）2歳6か月時の状況と心理相談所見の内容分析一

　　　　　児壷家庭祷虻研究部　望月武子

総合母子保健センター保儲導部　盛　富美

　　　　　　　　〃　　　　河西恵子

　9か月・1歳6か月に引き続き・2歳6か月時の心理相談を受けた559名にっいて、日頃、親が扱いに困る子ども

の行動のアンケートと心理相談所見から、この時期の母子の問題を検討した。

　1）親が扱いに困る行動では・食事の問題が最も多く、っいで反抗、睡眠の問題、甘え、排泄の問題となり、ほと

んどがこの時期の発達に伴う行動としてとらえられるものであるが、親は扱いに迷い不安をもっていた。これらの行

動の出現は・親の養育のあり方艦強い関連がみられ・生活の中で親子がおかれている状況を反映するものであ？た・

　2）心理相談で継続的な援助の必要性が認められたものは、女児に比べ男児に多く、また、9か月、1歳6か月、

2歳6か月時を比較すると漸増傾向があり、母親にとってこの時期の育児の困難さを示すものと考えられる。しかし

問題の消長はかなり流動的であり、親の接し方に負うところが大きく、この時期の適切な支援の必要性とその効果が

考えられる。
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1　研究目的 皿　結果及び考察

　9～10か月時点で心理相談を受けた1000名にっいて、

その後の発達と母子の問題の経過を指導的な関わりの中

で確認したいと考え、一昨年は9～10か月時の、昨年は

1歳6か月時の実態と問題点を報告した。

　今年はひき続き2歳6か月時の状況を検討することに

より、子どもの健全な発達と調和的な母子関係の発展を

助ける心理指導の視点を明らかにしょうとした。

II　方法

　対象は9～10か月時に心理相談を受診した1000名のう

ち、ひき続き2歳6か月時の心理相談を受けた559名で

ある。対象の背景では、U6名に弟妹が出生し、出産予

定があるものが57名あって同胞闘係に変化が生じている

ほか、受診者のうち第1子の占める割合がやや多くなっ

ている。対象の背景と関連させて調査数を表真に示す。

　検討のために用いたデータは、2歳6か月の健診時に

実施しているr日頃、母親が扱いに困ったり、気にして

いる子どもの行動1にっいてのアンケート調査と心理相

談記録である。

　これらを対象の背景及び9か月健診時に実施した母親

の育児意識調査のうち、1歳6か月時に子どもの行動や

養育上の問題に影響を及ぼしていた9項目（順調に育っ

ているか気がかり、子どもの活動に制限や禁止が多い、

他の子どもとふれあうことが少ない、子どもの要求がわ

からず戸惑う、子どもと上手に遊んでやれない、育児は

大変だと負担に思う、育児に自信がなく不安や迷いが多

い、育児について家族
　　　　　　　　　　　表L対象とその背景
の意見がくい違う、近

所に育児のことを話し

合う人がいない）と関

連づけて分析した。

　また、心理相談で継

続的な援助の必要性が

認められた馬7名（男

児97名、女児60名）に

っいては、子どもの発

達及び行動上の問題と

母子関係や養育上の問

題とを関係づけてその

内容を分析した。

対象の背景 N　　％

性別 男　児 295　52．8

女　児 254　47．2

第1子 403　72．亘

出生順 第2子 141　25．2

第3子 盈5　2．7

出生時 37週未満 皇5　2．7

25009未満 33　5．9

の状況 仮死 20　3．5

乳児と 経験あり 277　49．6

の接触 なし 253　45．2

次子の 次子出生 U6　20．8

出生と 出産予定 57　10．2

予定 なし 386　69．0

　1　親が扱いに困り心配する行動

　この時期に母親が扱いに困り気になる行動の内容と出

現状況を表2に示した。

　遊び食い、食が細い、問食を欲しがるなど食事に関す

る問題が最も多く、60％が扱いに困る行動としてあげて

いた。っいで、反抗、睡眠の問題、甘え、排泄の問題、

くせの順になっており、扱いに困る行動のほとんどがこ

の時期の発達に伴なう行動としてとらえられるものであ

るが、母親は心配したり適切な対応を誤って、情緒の安

定を乱していることが少なくなかった。

　2　扱いに困る行動に影響を及ぼす条件

　親が心配し扱いに困る行動の出現に影響を及ぼす条件

を検討したものが表3である。行動の出現は、性別、出

生順、育児以前に子どもと接した経験の有無（表中では

子どもとの経験と省略）、次子の出生、親の育児意識、

心理相談の結果と関連がみられた。

　扱いに困る行動として最も出現率の高かった食車の問

題についてみると、第1子では食が細い、1子と3子で

は遊び食い、2子では問食を欲しがるが多く、次子出産

の予定があるものでは遊び食いが、次子が出生したもの

では一人で食べないの割合が他と比べて商く、扱いに困

表2

項　　目

　わがまま

　甘える

いうことをきかぬ

　かんしゃく

　泣きやすい

　臆病・怖がる

　乱暴

　落ち着きがない

　消極性

初めての場・入に

　友達関係

　きょうだい関｛系

　食事の問題

　睡眠の問題

　排泄の問題

　くせ

発育・発達の問題

家族の育児方針

母親が扱いに困ったり凪侃している行動

心配あり　　心配の内容（上位2項目）

135

190

232

亙32

133

156

55

75

65

121

131

51

328

223

183

160

U3
20

24．7％

34．8

42，5

24．2

24．4

28．6

10．1

E3．7

n．9

22．2

24，0

9．4

60．6

4正．2

33，6

29，3

20．7

3．7

甘える28．9親坊離繊、9．3

いうこと撚、29．7反抗里8．亘

泣き虫互8．9

怖がる2皇．2臆病15．0

弓1辺思案7．9　おとなしすぎる4，4

嫌くい20．3人みのめよい3．8

お鰍り麟、9．9手を欝9．2

きょう煎ぢ鱒　5．3　　弟妹替腸4，4

遊伽30．5食㈱、20．0

姻暇32．7寝晦い10．2

麟と繊、24．2　トイ幽暢l　l．0

指レ蒔り旧．8愛着物執判8．0

こと幽遅φ3．5身体瀕噛、2，0
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望月他：保健指導からみた諸問題：子どもの発逮と母子関係の継続的考察

る行動の出現はく親子がおかれている状況を微妙に反映

するものであった。また、順調に育っているか気がかり

な親、育児に不安や迷いが多い親では、心配や不安が少

ないものに比べて食部の問題の出現が多かった。

　順調に育っているか気になるか、遊びに許容的である

か、子どもの気持ちや要求が汲みとれるか、育児にっい

て家族の意見は一致しているかは、子どもの情緒面の行

動に影響しており・心理相談の結果、養育上の問題で継

続的援助が必要と判断されたものでは、甘え、泣きやす

い、おちっきがない、消極的である、友達関係の問題、

くせの出現率が高くなっていた。

　以上を総体的にみると、親が扱いに困る子どもの行動

の出現は・親の養育のあり方と強い関連が認められた。

　3　心理相談の所見

　2歳6か月時の心理相談所見を対象の背景との関連で

みたものが表4である。継続的援助の必要が認められた

ものは・発達・行動・養育の各領域とも女児に比べ男児

に多く有意差（p①．00i）が認められた。

　出生順では2子に比べて第1子に、育児以前に子ども

と接した経験の有無では未経験のものに養育上の問題が

やや多く、一般に云われるように女児に比べ男児の育て

にくさや、育児に未経験の親の問題がみられた。

　1歳6か月時の心理相談所見と関連させて2歳6か月

時の状況をみたものが表5である。1歳6か月時に継続

援助の必要性が認められたもののうち、2歳6か月で状

況が改善されていたものが46名あるが、養育面では親の

要求が先行して子どもの行動を規制しようとしていたも

の、行動面では分離不安や甘えなどの情緒面の間題、発

達面では表出言語の遅れ、に改善が目立っていた・

　一方・2歳6か月時に新たに援助の必要を認めた事例

は76名あり、行動面では分離不安や退行、吃音が目立ち

養育面では子どもの主張や要求を受けとめられず、親の

意図で一方的に関わったり、迷いや焦りを示して不安定

な対応になるものが約半数を占めていた。

表4　2歳6か月時の心理相談所見と対象の背景

心理相談
　所見

問題
なし

発遠上
問題

行動上
問題

養育上
問題

全体　　N
　　％

402

．9

39

．0

亘09

9．5

夏05

8．8

性別 男児
児

66．4男

8．3

10，2罵

．4

22．7％

6．0

21．7％

6．0

出生順

第1子
2子

3子

71．1
5．2

6．7

5．7

．2

0．0

21．亘

4．9

0．0

2i．l
2．旦

0．0

経験 あり

し

73．6
0．6

7．6

．o

17．3
1．4

i4．塵

3．0

2500g以上
　未満

72．4
6．7

6．3

8．2

19．8
5．2

皇8．7

1．2

表3　母親が扱いに困ったり心配する行動と関連する条件

性別 出生順位 子どもと 次子の出生・出産予定 順調に育っ

いるか

遊びに 気持ち要
の受容

育児が負
になる

育児に不
がある

家族の育
の意見

’o理相談

　　の所見

わがまま 不厘致耳

甘える 1，田〉r“ 無〉有竃 ’画齪有冨 否　軍軍写 養育麟”

蹴
【，K〉皿量 出産予定賦 ’L幌有富“

かんしゃく 出産予定竃 制限＝ 不一致軍

泣きやすい 次子出生軍 制限” 否　盲 養育　　一

臆病・怖がる 1，皿旧軍 無〉有軍

乱暴 男〉女“

落ち着きがない 1＞π，匪署 出産予定醒 否蓼 不｝致竃 発断動養育鷹

消園生 夏，匿〉旺賦 負担有蓼 行動・養育”軍

初めての場人に 行動・養育‘軍

鱗
不安軍 行動・養育　“

食事の

　闘
1＞∬，田”

，皿＞H　D

出産予定軍軍

子出生2，

’o醍有喀。 不安”竃

睡眠の問題 無＞有寧 不安置冨

排泄の問題 男〉女竃窟 発達　　軍

くせ 発・行・養　冨

発育発達の問題 発・行・養冨“

＊pく0．05魎p〈0．01‡緋pく0．00艮註”上段：食が細い、下段＝遊び食べ　2》上段＝遊び食べ、下段＝一人で食べない
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　9か月、又歳6か月、2歳6か月の3時点の心理相談
所見を比較したものが表6である。継続的援助の必要を

認めた割合は、年齢とともに増加し、とくに子どもの行

動や養育上の問題が増加の傾向を示しており、母親にと

ってこの時期の育児が困難であることを示すものと考え

られる。

　心理相談所見の内容を指導的な視点から詳細に分類し

発達、行動上の問題と養育上の問題を関連づけてみたも

のが表7である。行動面では1歳6か月時と同様に、他

動・他と関わりにくい、情緒不安定、分離不安が多く、

この他、排泄の問題、吃音が目立ってきた。

　養育面でも同様に、過干渉、焦り・不安、交渉不足が

多いが1歳6か月時と比べてその順位は逆転している。

自我の発達に伴なう子どもの主張や行動の活発化に対し

て、過度の要求や干渉をして子とものペースに合わせに

くいものが最も多くなり、他児との交渉が増えるなかで

子どもがもつ発達や行動上の問題に焦りや不安を示すも

のが目立っていた。

　以上、心理相談所見を総体的にみると、母子の問題の

消長は子どもの発達変化や生活背景の変化に閲連して、

かなり流動的な経過をたどる傾向がみられた。これは、

子どもを知らず、育児に自信をもてない母親が、子ども

の発達に伴なう行動の変化に適切に応じかねているため

であると考えられ、この経過の中で母子関係の歪みを生

じやすい時期であるということができる。

　このため、この時期の子どもが示す行動特徴や、その

意味や背景を把握した適切な支援の必要性が認められ、

それにより母親が安定した育児をすすめることの効果が

期待できる。

表5　1歳6か月時の心理相談所見との比較

皇；6時

問題

2；6時 問題
　なし

329名

更5

32．6
23

42，6
37

49．3

の問題

　里3
　3．2

　亘7
37．0

の間題

　50
12．4

　19
41．3

　26
48．1

　30
40．0

の問題

　49
k2．2

　17
37．0

　27
50．0

　33
　44．0

表6　3時点の心理相談所見の比較

相談時点 受診数
問題

なし
要継続

助 発達
要継続援助の理由

　　行動 養育

g～10か月
1000

876名
7．6％

124

2．4

43

．3 ／
98

．8

1歳6か月
794 505

6．2

止89

3．8

74

．3

80

0．i

114

4．4

2歳6か月 559 402

1．9

夏5了

8．1

39

．0

！09

9．5

105

8．8

表7　2歳6か月時の発達、行動、養育上の問題内容

　　　子ともの問題

育上

発達上の問題　　N冨40 行動上の問題　　Ni148

全体

達

運動

能

言語

達

表出

語

その 多動

㈹り

情緒

安

抑圧 分離

安

集団

応

習癖 食事

題

排泄

題

友達

係

兄弟

係

の問題　　　　　　N　　　　　　、I

N＝129 N　　％

　7

7．5

夏2．5 23

7．5

　7

7．5

25．0
36

4．3

34

3．0

32．0 33

2．3

2且．4 正6

0．8

64．1 12

．1

53．4 互o．7

過保護 夏　o．8 且

過干渉 35　27．且 1 2 1 EO 5 3 u 1 耳 5 3

拒否 9　7．o 1 2 2 1 2

交渉不足 22　且7．1 2 1 5 9 3 互 4 3 2 1 長

関係不安定 5　3．9 2 1 2 1

焦り・不安 33　25．6 亘 L 4 8 9 10 3 1 1 亘

精神衛生 6　4．7
4 4 i 2 1

母の感受性 4　3．1 1 1 2 夏

育児知識 2　1，6 正

家族の問題 且0　7．8
3 2

その他 2　1．5 夏
E

非該当
53 5 14 7 u 10 7 1 8 1 4 亘
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